
- 1 -

生産履歴票作成ツールの使用方法
Ⅰ ほ場ごとの生産履歴票作成のフロー

生産工程管理システム

生産工程管理システムに入力されたデータ
<データ出力>

エクセル出力データ１ エクセル出力データ２

１ データの
コピー･貼付

生産履歴票作成ツール

データ１ データ２

２ 台帳作成

４ 生産履歴 ３ 生産履歴票設定 品種台帳
票設定保存 ほ場台帳

作業台帳
機械台帳
農薬台帳
肥料台帳

５ 生産履歴票（ほ場を選択して生産履歴と実績を表示）
<プリンタ出力>

社内でのＰＤＣＡに活用・顧客への情報提供
※各種台帳や生産履歴票設定に変更がなければ「２ 台帳作成」、「３ 生産履歴
票設定」、「４ 生産履歴票設定保存」は省略可能です。

※「データ１」と「データ２」がある理由
生産工程管理システムから出力項目や年度、作目等が異なる２つのエクセルシート

を出力して、その両方のシートから指定したほ場の必要な情報を１ペーパーに印刷す
ることができます。
ほ場番号が共通であれば、昨年と今年を比較するような生産履歴票作成も可能です。
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Ⅱ 各生産工程管理システムへの対応（汎用性）
Ⅰの「２ 台帳作成」と「３ 生産履歴票設定」のプロセスでは、項目構成や各項目

の表示列が異なる各社のシステムから出力されたエクセルデータから、エクセルの「列
記号」を指定することにより生産履歴票の作成の設定を行います。
したがって，どの生産工程管理システムからのエクセル出力データからであっても，

生産履歴票の作成が可能です。

生産工程管理システムのエクセル出力シート

← 生産履歴票設定シートで列記号を入力 →



- 3 -

Ⅲ 生産履歴票作成ツールの使用方法

１ データのコピー・貼付（生産工程管理システムのデータ貼付）
生産工程管理システムのエクセル出力のデータを、シートごと生産履歴票作成ツー

ルの「データ１」または「データ２」シートに貼り付けます。

（１）生産工程管理システムからエクセル出力したシートの左上端を右クリックして、
シート全体をコピーします。

（２）生産履歴票作成ツールの「データ１」または「データ２」シートを選択します。
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（３）「データ１」または「データ２」シートのＡ１セルを右クリックして貼り付けま
す。
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２ 台帳データの作成
台帳データは，生産履歴票設定の際に対象ほ場や対象品種，対象作業を指定する際

や，機械，農薬，肥料等に関連するエクセル出力データに記載されていない情報を生
産履歴票に表示するために必要です。
「品種台帳」，「ほ場台帳」、「作業台帳」、「機械台帳」、「農薬台帳」，「肥料台帳」

の６台帳を、エクセル出力のデータから自動（マクロ）で作成します。
以前台帳を作成した時点と変化がなければ、毎回作成する必要はありません。

（１）「台帳作成」シートを選択します。

「台帳作成」シートを表示します。
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（２）「データ」シートの何行目から生産履歴のデータが始まるかを指定します。
これが正しく入力していなければ

生産履歴票は作成されません。

エクセル出力 データ

（３）「台帳作成」シートの品種台帳作成、ほ場台帳作成、作業台帳作成、機械台帳作
成、農薬台帳作成、肥料台帳作成の各表の「列記号」欄に、エクセル出力データの
各項目の列記号を入力して指定します。
大文字、小文字、全角、半角どの字体でもかまいません。

エクセル出力データ

ほ場台帳作成

ほ場番号 ほ場名 地番 面積 品種
列記号 F G H AR

3データ開始行

「データ１」シートからの台帳作成

台帳作成
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※注意（重要）
（３）のほ場台帳作成のほ場番号は、ほ場ごとの生産履歴票を作成する際に検索す

る列を指定する重要な役割があります。
この設定を誤っていると、指定したほ場の作業データを拾いませんので注意してく

ださい。

（４）品種台帳作成、ほ場台帳作成、作業台帳作成、機械台帳作成、農薬台帳作成、肥
料台帳作成のすべての項目の設定が終了したら、「台帳作成」シートの「台帳作成」
ボタンをクリックします。

（５）各シートに台帳が作成されています。

① ② ③
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※各台帳の項目の色塗りの説明
①オレンジ色の部分

そのデータ（上図ではほ場）は「データ１」シートから作成されたものである
か、「データ２」シートから作成されてものであるかを示します。両方のシート
にあるほ場は、「データ１」と「データ２」の両方に「1」が入ります。
上図の場合、ほ場台帳のデータはすべて「データ１」シートからきており、「デ

ータ２」シートからの台帳作成はまだ行われていない状態です。

②薄青色の部分
データシートから作成された台帳の記載データであり、加除修正はできません。

台帳作成の時に、左端（上図でほ場番号）の項目で並べ替えが行われています。

③黄緑色の部分
右側の黄緑色の部分は自由に項目名をつけて設定できます。
生産履歴票作成の際に、「リンク」によって、「データ１」、「データ２」シー

トにない項目であっても生産履歴票に表示することもできます。

（６）各台帳シートの右上に「リセット」ボタンがあります。このボタンをクリックす
ると台帳データはすべて消去されます。

（７）区切り文字として使用
右図のように、１つのセルに複数データが含

まれている場合に、どの記号で区切るかの設定
を「台帳作成」シートのO列 Ｑ列で行います。
右図の７文字（改行を含む）にがついて「す

る」になっていた場合、その文字があったらデ
ータの区切りとして扱われます。
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３ 生産履歴票設定（生産履歴票作成のための設定）
生産履歴票作成ツールでは、「取引先提出用」、「社内実績検討用」、「前年度比較用」

など、生産帳票作成のフォーマットをいくつでも作成して保存し、必要なときに呼び出
して、そのフォーマットで生産履歴票を作成することができます。
作成する生産履歴票には、例えば「播種まで」、「管理作業」、「収穫作業」のように、

最大５つの工程区分に分けて、それぞれの工程区分ごに表示する項目を変えて生産履歴
票の作成ができます。各工程区分ごとに６項目の表示ができます。

（１）「生産履歴票設定」シートを選択します。

（２）「フォーマット選択」で、新規作成するか、既存のフォーマットを呼び出すかを
選択します。
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※注意
「新規作成」を選択すると、右図の

確認メッセージが表示されます。
「はい」を選択すると編集中にフォ

ーマットが消去され、この画面に何も
入力されていない状態に戻りますので
注意してください。

（３）ここからは「工程区分」ごとのフォーマットの入力について説明します。
生産履歴票作成ツールでは、最大５つの工程区分に分けて履歴票を作成すること

ができます。
工程区分ごとの設定方法はすべて同じですので、ここでは「工程区分１」のみに

ついて説明します。

工程区分１
工程区分名

播種、定植ま
で

データシート データ1

土壌消毒 播種 定植

項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6
日付 作業名 資材名 区分 使用量 品種名

列記号１ B Ｊ T T V AR
列記号２ X X
列記号３
列記号４

あり あり あり
台帳名 農薬台帳
リンク元列名 農薬名
リンク先列名 区分

台帳名 肥料台帳
リンク元列名 肥料名
リンク先列名 区分

リンク
（列記号２）

１セル複数データの処理

対象作業

リンク
（列記号１）

データシート
の列記号

生産履歴票に記載する項目名
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（３）－１ 「工程区分名」を入力します。

※説明
「工程区分名」が入力されていることで、その工程区分が生産履歴票に表示されま

す。「工程区分名」が空白のままであれば、その工程区分は表示されません。

（３）－２ 「データシート」を選択します。

※説明
生産履歴票作成ツールでは、工程区分ごとに使用する生産工程管理システムのデー

タを、「データ１」シートと「データ２」シートから選択することができます。
ほ場番号が同一であれば、「データ１」シートに当年度のデータを、「データ２」

シートに前年度のデータを貼り付けておくと、当年度と前年度の作業の比較ができま
す。

（３）－３ 「対象作業」を選択します。

※説明
各工程区分で表示する作業を、作業台帳の作

業名の中から最大１４個まで選定することがで
きます。

（３）－４ 「生産履歴票に記載する項目名」を入力します。

※説明
それぞれの工程区分の表に最大６項目まで表示することができます。その項目名は

キーボード入力で自由に設定することができます。

工程区分１
工程区分名

播種、定植ま
で

項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6
日付 作業名 資材名 区分 使用量 品種名

生産履歴票に記載する項目名
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（３）－５ 「データシートの列記号」を設定します。

※説明
生産履歴票作成の元になるデータシートの、その項目として表示したい列の列記号

を入力します。大文字・小文字や全角・半角はいずれでもかまいません。

※説明 「列記号１」 「列記号４」について
各項目に表示するデータシートの列を４列まで選択できます。例えば、「資材名」

の項目で「列記号１」には農薬名、「列記号２」には肥料名というように複数の列か
らデータを表示することができます。この場合、農薬名と肥料名に両方データが入力
されていたとしても、両方とも生産履歴票に表示されます。

（３）－６ 「１セル複数データの処理」を設定します。

※説明
「２ 台帳データの作成」の「（６）区切り文

字として使用」で設定した区切り文字により、
１つのセルに複数のデータが入力されているセ
ルがある場合に「あり」と指定します。
その指定がなければ、区切り文字で区切られ

ていても１つのデータとして表示されます。 この場合、区切り文字は改行

項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6
日付 作業名 資材名 区分 使用量 品種名

列記号１ B Ｊ T T V AR
列記号２ X X
列記号３
列記号４

データシート
の列記号

生産履歴票に記載する項目名

あり あり あり あり１セル複数データの処理
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（３）－７ 「リンク（列記号１or２）」を設定します。

農薬台帳

↑「区分」は黄緑色の領域なので、利用者が入力したデータです。

※上図の例での説明
ここでは、項目４の列記号１について、農薬名にリンクさせて、各農薬が「除草・

病害・害虫」のどの「区分」であるかを表示させます。

① リンク元の項目（ここでは農薬名）が入っているデータシートの列記号（ここ
では農薬名が入っているＴ列）を入力します。

② データシートのＴ列には各種農薬名が入っています。それらの農薬が該当する
区分は農薬台帳に記載されています。
したがって「リンク」の台帳名には「農薬台帳」を選択します。

③ 「農薬台帳」の列の名称から、「リンク元列名」と「リンク先列名」を選択し
ます。
この場合、データシートのＴ列に入っているのは「農薬名」ですので、リンク

元列名には「農薬名」を選択します。
また、リンク先列名としては、除草・病害・害虫という区分を表示させたいの

で「区分」を選択します。

項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6
日付 作業名 資材名 区分 使用量 品種名

列記号１ B Ｊ T T V AR
列記号２
列記号３
列記号４

あり あり あり
台帳名 農薬台帳
リンク元列名 農薬名
リンク先列名 区分

１セル複数データの処理

リンク
（列記号１）

データシート
の列記号

生産履歴票に記載する項目名

①

②
③

播種、定植まで

日付 作業名 資材名 区分 使用量 備考

12月5日 播種
石原ネマトリンエース粒
剤

害虫 16.5 kg

トクチオン粉剤 害虫 4.4 kg
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※上記例をもとにしたリンク機能の解説
リンク機能のプログラムは、データシートのＴ列で農薬名を認識すると、「農薬台

帳」シートを読み込んで、その「農薬名」の列で認識した農薬名を探します。
「農薬台帳」の「農薬名」の列で認識した農薬名と同じ農薬名を見つけたら、その

行の「区分」の列にある情報を生産履歴票の「区分」の項目の欄に表示します。
このように、取引先等の要望に応じて、生産工程管理システムからの出力データに

は出力されない項目も生産履歴票に表示することができます。

（４） 生産履歴票の列幅を調整します。

※解説
「生産履歴票」シートを選択して列幅を調整します。
調整方法は、上図の例では列記号部分（グレーの部分）のＢ列とＣ列の境界部分に

マウスポインタを合わせ（マウスポインタの形が変わる）、その左側にあるＢ列の列
幅を指定します。

※注意
生産履歴票作成ツールでは、エクセルの制約により各工程区分の項目１ 項目６の

列幅は共通となります。
例えば、「工程区分３だけ項目４の幅を広くとりたい」ということはできません。
このような場合、工程区分３の項目５を設定しなければ、項目４の内容を項目５の

スペースまで使って表示します。

列幅
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４ 生産履歴票設定保存
「３ 生産履歴票設定」が終了したら、その設定を保存し、必要に応じて呼び出すこ

とができます。この設定は、「生産履歴票設定保存」シートに保存されます。

（１）「生産履歴票設定」シートを表示します。

（２）「フォーマット選択」をクリックして、プル
ダウンリストから「新しい名前で保存」を選
択します。

（３）「フォーマットの保存」ボタンをクリックします。

（４）フォーマット名を入力して「ＯＫ」ボタンをクリックします。
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５ 生産履歴票（生産履歴票の作成・印刷）
生産履歴票の作成は、「生産履歴票」シートで作成対象のほ場を選択して行います。

（１）「生産履歴票」シートで「年度」、「作目名」、「品種名」を入力します。
品種名を入力すると、（２）のほ場番号のプルダウンリストには、指定した品種

を作付けしているほ場だけが表示されます。

（２）生産履歴票を作成するほ場を選択します。
「ほ場番号」欄をクリックすると、「ほ場台帳」にあるほ場番号がプルダウンリ

ストに表示されますので、その中から選択します。
「品種名」が指定されている場合には、その品種が作付けされているほ場だけに

絞り込まれてプルダウンリストに表示されます。

（３）「生産履歴票作成」ボタンをクリックすると生産履歴票が表示されます。

ここで、列幅が各項目の文字量に合っていない
場合には、列幅を調整します。
調整した列幅を保存したい場合には、「生産履

歴票作成」シートで「フォーマットの保存」ボタ
ンをクリックして保存します。この場合、右のメ
ッセージが表示されるので、「はい」をクリック
してください。

（４）エクセルの印刷機能で印刷します。
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Ⅳ その他

１ 一部の生産工程管理システムで必要となる出力データの加工
一部の生産工程管理システムでは，同一作業日・同一ほ場・同一作業について，作業

者ごとにデータ行が作成されるため，生産履歴が重複してしまいます。それを解決する
ためには「重複の削除」が必要です。

（１）データシートにシステム出力データを貼り付けます。

（２）「データ」→「重複の削除」をクリックします。

（３）表示されたウインドウで「すべて選択解除」をクリックします。
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（４）作業日，ほ場，作業に該当する項目名（下図の例では「作業日」，「分筆名」，「作
業」）にチェックを入れて「ＯＫ」ボタンをクリックします。


